
授業に新聞をどう活かすか

～ 新聞を生きた教材として ～

東海大学第三高等学校 野 溝 薫

1.実践の概要

本校は全校生徒1000人余の､諏訪地区唯一の私立高校である｡制服を着崩すのではなく
爽やかに着こなす指導､生徒対生徒 ･生徒対教員 ･教員対教員--等挨拶の徹底にも力を

入れている｡学習面においては､基礎学力定着を目標とする者もあれば､難関大学合格と

いう目標を掲げ日夜一段上の努力を怠らない者もいる｡各授業においても､生徒達の興味

関心をひきつけた上で各人に合った学力を身に付けられるよう､我々教職員も工夫を試み

ている｡現代社会では新聞 ･雑誌 ･テレビ･ラジオ--といった様々な情報源が生徒を取

り囲んでいる｡ この馴染みある情報収集手段を教科指導にも活かしていければという思い

を全職員が抱いている｡例えばその手始めとして新聞記事を教育に活用する (NIE)こと

を各教科､またはH･Rをはじめとする特別活動､学年運営で実践し始めている｡
以下その実践例をいくつか紹介したい｡

1 社会科 (現代社会)
各自新聞記事の切り抜きノートを作成させ､それに対する意見･感想を書かせた｡

記事の選択は基本的に自由であるが､時に教員がテーマを指示した｡
しノ

2 社会科 (地理 ･世界史)
授業の導入5-10分間を用い､当日朝刊の注目記事を紹介した｡
-実践報告そのi

3 英語科
英字新聞の写真記事を生徒に提示し､見出しをはじめとする和訳の練習を行った｡

-実践報告そのii【資料1】

4 匡l語科
新聞記事から抜粋したものをプリントし生徒に配布する｡その記事に対する意見

発表や作文指導まで学習発展させた｡ 【資料2】～ 【資料5】

5 理科 (生物)
｢炭素菌｣ ･｢狂牛病｣についての新聞記事を抜粋し､生徒に教科書だけでない

生物学への興味を抱かせた｡また､生徒自ら新聞記事より関心を持ったテーマに

ついて意見発表も行った｡

6 現代文明論
高齢化社会に伴う ｢老人介護｣問題を､新聞記事を用いながら扱った｡

7 学年通信
一学年では､学年主任が新聞への投書記事を使って生徒指導を行った｡理屈で校

則に従わせようとするのではなく､同年代の高校生からの投書により､共感を伴

った指導を試みた｡-実践報告そのin

8 小論文指導 (進路指導)
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大学推薦入試を控えた3年生に対し､新聞のコラムを読み､要約した上で自己の

考えをまとめさせる授業を展開した｡-実践報告そのiv【資料6】

2.NIE係としての取り組み

NIE係は､少しでも全教職員に ｢NIEとは何であるのか｣ということを昨年度に引
き続き理解を深めてもらい､授業に新聞を活用してもらえるよう働きかけを行ってきた｡

前年度 ｢NIE｣を先生方に知ってもらい､生徒が新聞という活字に対して抵抗感無く学
んでいけるよう自らの授業実践で努めたのを､本年度は本校にNIEが根付くよう､自己
実践と平行して教職員全体への呼びかけを心がけた｡

1-8のような実践に到るまでにいくつかの試みをしてきた｡それを具体的にまとめて
みると､

Ⅰ 職員朝会で配布される ｢日報｣にて､新聞を授業教材に活用していただけるよう呼

びかける｡

Ⅱ 年度末において､各教科 ･先生方のNIE実践についての調査 ･まとめを行う｡興
味を持っているが方法論に苦心する教職員がいた場合には､前年同様個別に説明し

実践までのお手伝いをさせていただいた｡

3.新聞の設置場所と整理方法

本館一階事務室横には､全校生徒の目に触れることが出来る各種コンクールや展覧会の

応募を募るポスター等が貼られる掲示板が設置されている｡そこには各新聞会社からいた

だく新聞ニェ-ス (写真と数行のニュースが入ったもの)も掲示されている｡岡場所に長

テーブルを置き､生徒は興味を持って各新聞を自由に閲覧できるようになっている｡そこ

には遠慮せず気軽に新聞に興味を持てるよう､係が用意したポスターも掲示されていた｡

また､職員室には朝日･毎日･信濃毎日･長野日報 ･茅野市民新聞 ･スポーツニッポン

といった新聞が､流し台前のコーナーに常時据えられている｡職員も自分の授業へ取り入

れる時事問題等情報源の吸収を､授業後の手洗いの時間･ちょっとお茶を入れて休憩を--

等気軽に行える環境にある｡

更に､付属推薦入試で受験した生徒達は､12月､合格通知に同封された大学からの課題
レポートに取り組むため､図書館の書籍と共に､この職員室の一角とNIE閲覧コーナー
で資料探しを始める｡

なお､整理方法についても触れておきたい｡､毎朝係が玄関脇にある ｢NIE新聞専用
BOX｣からコーナーに運び､何新聞かすぐ分かるよう一面を出して並べる｡ 一週間程度
印刷室奥のスペースにストックした後新聞整理を行った｡また､一ケ月を目安に大幅な整

理も実施した｡その間､学校運営 ･授業等利用度が高い記事に関しては切り抜き､スクラッ

プ保存を行っていた｡

4｡具体的実践報告その i

① 実施教科 ･クラス 3年地理

(文系選択/ABD組授業)
2年世界史
(DFG必修授業)

② NIEに取り組む契機
教科の特性として､生徒の ｢受動的な授業｣(教職員側からすると一方的な教授)

-50-



が多くなりがちである｡社会全般に対し､生徒自身が主体的に問題を見出し､興味を

持ってもらいたいという願いから新聞活用を実践するに到った｡

③ テーマ (ねらい)

｢教師が発信し､生徒が知識を受動する｣という従来型の授業から､｢生徒 ･教師

共に刺激を与え合う｣授業への転換をはかる｡

④ 実践の内容

授業の導入5-10分間にその日の朝刊注目記事を紹介する｡NIEコーナーに置か
れる各社の新聞記事に一通り目を通し､生徒が興味を抱きそうな記事 ･社会科に関す

る記事 ･高校生に関する記事等を抜粋する｡特に､これから-社会人として生きる上

で欠 くことの出来ないだろう知識､情報については時間を割いて説明を加えた｡(例 :

今後予想される地震について ･健康管理について--等)

⑤授業評価アンケート結果

･｢以前より新聞を読むようになった｡｣
･｢朝刊チェックの時間を楽 しみにしていた｡｣

･｢これからも続けて欲しい｡｣

⑥ 実践の感想と今後の課題

先に述べた授業評価アンケートとは､生徒が授業を6月と年度末年二回マークシー

トを用いて五段階評価するものである｡教員が日々の研鎖を怠らないよう数年前から

実施 している｡アンケート用紙には数値での評価と､記述式の部分がある｡その記述

箇所に上記のような感想みられた｡

体育の授業後等空気を引き締めたい時､生徒を教員に注目させたい時には非常に有

効的だった｡

ただ､記事を扱うことにより､コース毎試験範囲が決められているため､授業が遅

れ気味､ひいては試験範囲が他クラスより遅れ気味になってしまうのが辛かった｡ま

た､教科書の学習に入った段階でもこの生き生きとした生徒の表情を維持させたいと

いう課題も残っている｡

歴史 ･地理問わず､教科書 ･資料集にある内容が新発見 ･新事実解明によって覆さ

れるということも無いわけではない｡よって､最新情報を提示してくれる新聞等を用

い､既存の知識と共に常に新 しい知識を生徒に与え続ける必要があると思う｡

5.具体的実践報告その日

① 実施教科 ･クラス 2年英語
(HJ必修授業)

② NIEに取り組む契機
教科書だけでなく生きた英語に触れる機会を持たせたかった｡時事問題にも触れら

れ (社会科との融合)､分からない語句を自ら調べるという外国語学習の基本に返ろ

うと思った｡その学習材料として新聞が最適だった｡

③ テーマ (ねらい)

時事的な問題への興味､日本的風習の再認識､スポーツ選手の例を挙げ夢実現への

心の持ち方等を､単なるグラマー ･リーダーの学習に止まらず､生徒に身に付けさせ

たい｡

④ 実践の内容
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新聞掲載の写真に注目し､そこに添えられている文章を和訳させる｡ その際､留意

点を三つ設けた｡

Ⅰ 新聞は当日ないしはその週のフレッシュな題材を扱う｡

Ⅱ 和訳表現は出来る限り日本の新聞同様自然な形にする｡

Ⅲ 辞書をひく際は先入観を持たずきちんと調べる｡

生徒には英字新聞を拡大したプリントを配布した上､もう一枚のプリントに各人で

調べた訳を記入させ､その時間の終わりに提出させる｡次時には教員が添削したプリ

ントを返却しながら､多くの生徒がつまずいた箇所を確認したり､直訳からより日本

語としてスムーズな意訳を学ぶ｡

Ⅰ アフガニスタンでタリバンに蔑視されていた女性が解放された写真

(女性･アナウンサーの復帰)2001/12
･｢ontheair｣を ｢放送｣の意味にとれない生徒が多い｡

･(間違いが多かった所)

｢playamajorrole｣-主役を演じる

｢forthefirsttimeinfiveyears｣-五年ぶり
Ⅱ 書き初め

(日本的週間を英語で説明する)2002/1
･｢NewYear'SDayisthedaywhenyoumaketheyear'splan.｣
(直訳) :｢元日は自分のその年の計画を立てる日です｡｣

(該当格言) :｢一年の計は元旦にあり｡｣

･この該当格言がわかった生徒が31人中5人程度いた｡
Ⅲ 幼いころからの夢の実現
･幼少児からの夢を実現できる人の数は限られる｡そのビッグな例をあげた｡

(直訳) :夢実現

(意訳) :夢かなう

･｢夢かなう｣という訳が出来た生徒は数人であった｡自分なりの夢を持ち続け
ている裏付けか｡

巨大ロブスター

･｢lobster｣は ｢ロブスター｣であって､｢伊勢海老｣ではない｡その証拠にハ

サミがある｡その辺りは結構理解されており､現代的だと感じた｡

⑤ 実践の感想と今後の課題

教科書で扱う題材は限られている｡その中で､少しでも生徒が共感でき得る素材を

新聞に求め､通常授業以上の集中力で生徒達は学習していた｡文中には以前扱った文

法表現や単語も出てくるが､また同時に未習の箇所もたくさん登場してきた｡

が､それでも､興味を抱いたことにより熟L､に学ぼうとする姿勢が非常に良かった｡

画一的な文法 ･読解教育を越え､生徒が英語の知識を通し､世界情勢 ･自国の風習 ･

偉人の足跡に自らの人生を重ね合わせる-等発展的な授業が展開できたと思う｡

今後の課題としては､新聞を和訳する授業と教科書中心授業との更なる融合をはか

りたいと考えている｡

6.具体的実践報告そのiii

① 実施クラス 一学年全員
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② NIEに取り組む契機
新聞の投書に､｢制服を愛校心と誇りを持って着こなしたい｡だらしなく着崩すの

はどうかと思う｡｣との女子高生の発言を見出し､物事の善し悪しを考えさせるのに

適材と思った｡

③ テーマ (ねらい)

教師側からの威圧的な生徒指導ではなく､生徒の共感が伴う指導を心がけたい｡

④ 実践の内容

本校は前述の通り､生徒指導に力を入れており､毎月一回学年単位で頭髪服装検査

を行っている｡大半の生徒は身だしなみを整えているのだが､中には髪を茶色に染め

たり､ピアスをしたり､制服のスボンを腰まで下げてはく､スカートを短く折っては

くことにより･｢個性｣を主張しようとする者もいる｡
そのような生徒達に一学年では､学年主任が､新聞への投書記事を用いて生徒指導

を行った｡ある同年代の高校生からの投書記事をプリントし､生徒に配布した｡

⑤ 実践の感想と今後の課題

比較的 ｢生徒指導｣というと､一歩間違うと生徒と教師間の信頼関係が微妙なもの

になりやすいのだが､第三者の意見感想を読ませることによって､本校の生徒として

制服を身に付ける時にはどう振る舞ったら良いのか自己で考えさせることが出来､そ

の後の頭髪服装指導にいくらか良い影響を与えられたと思う｡

今後の課題としては､普段から各社新聞に目を通すよう心がけ､その場 ･その段階

に応じた適切な資料として学年運営に､更に ｢新聞｣を活かしていきたい｡

7.具体的実践報告そのiv

① 実施クラス 3年古文受講者での希望者

(EF必修授業)

② NIEに取り組む契機
推薦入試では最近小論文を受験科目に課す大学が増えている｡受験日当日に焦点を

合わせ､数ヶ月 (生徒によっては数週間)継続した学習が出来る教材として新聞のコ

ラムを選ぶ｡単なる感想文や作文に終始せず､起承転結 (序論 ･本論 ･結論)がしっ

かりした文章に馴染むことの大切さを学ばせたかった｡

③テーマ (ねらい)

骨格がしっかりとした文章を毎日定期的に読み､自ら理論的構成の論文を書くこと

に慣れることをねらいとする｡

④ 実践の内容

教科担任として ｢古文｣の授業2クラスだけ受け持っていたのだが､その中で､休

み時間や放課後受験指導の依頼があった｡授業では､一通りの論文の書き方指導を､

現代文の授業と平行しつつ進めたものの､基本的には古文 ･漢文を題材とした展開

を試みるため､小論文指導は積極的に相談に来る生徒を対象とし個別指導とした｡

一冊専用のノートを用意させ､各家庭で購読している新聞一面にあるコラムを切り

取り貼らせる.ノート一ページを一日分とする｡まずは2,3回本文を読みながら､
キーワードになる語句や重要な箇所にラインを引いていく｡文字数は各校まちまちで

あるが､｢小｣とはいえ ｢論文｣なのだから､筋道の通った文章を書くよう指導する｡

以上を家庭学習とし､翌朝ノートを提出させ空き時間に添削指導しておく｡生徒は
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昼休みか放課後に職員室を訪れ､直接良かった点 ･改善すべき点の指導を受け､それ

を帰宅後の論文学習に活かしていく｡

⑤ 実践の感想と今後の課題

積極的に指導を求めてくる生徒達だからこそ皆一日も欠かさずに地道な学習を続け

ており､最終目標である大学合格を自分のものとしている｡ただ､大学が論文を受験

科目としているのも､各人の物の考え方 ･捉え方を多角的に捉えようとしているため

である｡生徒が指導を求めてくるのは受験日まで残り僅かという段階のことが多く､

文章構成や誤字 ･脱字､文脈の乱れ等は指導範囲であるが､文章力そのものは一朝一

夕に身に付くものではないし､更に自己の思想を培うこととなればなおさらである｡

そのため､より早期に生徒自身が受験体制に入る必要があると共に､我々教職員 (特

に担任 ･国語科教科担任)も生徒をより喚起するよう努めなければならないと思った｡

きっと､今後ますます論文重視の傾向が強まってくるだろうから｡

8.実践報告全体を通して

(係の目を通した感想と課題点)

前年度は､実践校として初年｡

係としても､教職員に ｢NIE｣とはどのような言葉の略であるかを説明し､教科書中
心の規定の学習内容以上に鮮度が高く､生徒の関心を掴みやすい教材利用の呼びかけを中

心に行ってきた｡そのためにはまず自らの授業実践ということで ｢現代文明論｣にて､新

聞を活用した授業を展開した｡ 1年生担任だからこそ実践できた授業であった｡ディベー

ト資料として新聞を出来る限り有効的に用いたっもりだった｡新聞を単なる資料として用

いただけではなく､自分の得たい情報を取捨選択しつつ的確に求める方法論さえ身に付け

たのが大きな収穫だった｡膨大な過去の新聞を一ページずっ繰っていったら大変な作業に

なってしまう所を､例えば ｢教育｣というテーマの記事だけ縮刷版化した冊子の存在等を

学んだのだ｡

先生方に､NIEコーナーの新聞を徐々に学校生活 (授業)へ活かしていただけるよう

になった2年目の今年度｡
係のみならず他教科､他先生の試みも増えてきた｡地味ではあったが､直接職員室で先

生方に新聞活用を呼びかけたり､日常会話で新聞を取り入れた授業実践の話をしたり､印

刷室でしばしば大きな新聞を広げ拡大 ･縮小コピーする姿を見ていただいた点も､多少功

を奏したのではと思っている｡ 特に､今回は教科指導だけでなく､生徒指導､学年運営､

進路指導の分野にも幅広く新聞活用できたことは収穫だった｡身近な情報源 ｢新聞｣の可

能性を感じた｡

これで実践校としての任期は終了するが､今後も自己の授業へ､適材適所に新聞記事を

活用し続けていけたらと考えている｡

NIE推進協議会の皆様には､既存の教材の他に､魅力ある教材が我々の生活の近しい

所に存在することを気付かせていただいたように思う｡学校教育での知識は常に新鮮かつ

良い意味で流動的であるべきだろう｡その多くの情報を得る媒体の中でも ｢新聞｣は教職

員 ･生徒にとって最も気軽で､楽しいものの一つである｡成長する生徒達の柔らかい頭脳

にズンズン突き刺さる情報を､是非これからも提供し続けていただければ大変嬉しい｡

最後になりましたが､長期間に渡ってお世話になりました｡ありがとうございました｡
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【資料2遷
方言 (関西弁)
の変化により

言葉は生きて
いることを学
習する

(朝日2002.
2/5(弱)

室
町
以
来
の
官
業
｢～
ナ
ン
タ
｣

発
祥
の
関
西
で
も
死
語

国語 研 調 査

r行
か
な
ん
だ
j

rせ
な

ん
だ
｣
な
ど
t

T

L
な
か

っ
た
｣
を
態
嫌
す
る
関
西
弁

の
い
い
回
し
が
､
室
町
時
代

以
東
5
U
n
年
に
わ
た
っ
て

生
き
統
け
て
き
た
の
に
､
発

祥
の
地
･
関
西
で
す
ら
､
全

く
脂
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
国
立
Ja
甜
研
究
所
の

粥
態
で
分
か
っ
た
｡

文
化
庁
は
77
年
鮭
か
ら
ぬ

E乱

射

か

馴
E
,=
射

点
で
､
S
織
以
上
の
打
し
苦

言

の
刑
責
を
比
較
す

る
こと

辞
を
掠
音
L
LJ
｡
-
地
点
川

時
間
曇

る
良
背
負
料

は

田
立
皿
碩
研
究
所
に
移
せ
き

れ
た
が
'
空
前
の
規
模
だ
っ

た
た
め
鍵
理
に
時
間
が
か
か

り
t
E
;年
末
か
ら

r全
国
万

苦
放

繕デ
ー
タ
ベ
ー
ス
j

(全
幻
巷
)
と
し
て
普
及
版

の
刊
行
が
始
ま
っ
た
｡

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
､

弧
年
代
に
行
わ
れ
た
働
西
方

で
'
経
年
変
化
が
浮
か
び
上

が
っ
に
｡

例
え
ば
､

r行
蛋

っ

LJ
｣
を

r行
か
ナ
ン
空

と

い
う
逝
去
の
打
ち
消
し
表
現

は
'
応
仁
の
乱
が
終
わ
っ
た

1
4
-
-
年

支

明
9
年
)

の
文
献
に
現
れ
る
｡
大
正
末

年
の
1
9
2
5
年
以
机
に
生

ま
れ
た
人
た
ち
へ
の
即
売
に

基
つ
く

芳

書
文
板
書
勝
地

∵ 1

l

lL∴I,TIrl
蓋 ∴ _ ~

こ
れ
に

対

し

､

93

年

か

ら

節
年
に
か
け
て
京

阪神
に
住

む
大
学
生
の
日
常
会
話
を
蝕

音
し
た
詑
録
に
は
'

丁

ナ

ン
タ
レ
も

T

へ
ン
空

も

全
く
現
れ
な

か
った
｡書

の
舌
繁
で
薮
も
多
か
っ
に
の

は
'
関
西
万
苦
の
打
ち
消
し

に
'
共
通
鞘
の
過
重
が
つ
な

が
っ
た

丁

へ
ン
カ
ッ
タ
J

T

ン
カ
ッ
タ
｣
と
い
う
形

i)
つ
た
=
グ
ラ
フ
｡

比
較
し
た
B
立
田
酔
研
究

所
の
井
上
文
子
･
主
任
研
究

鼻
は

｢掌

が
身
近
に
い
て

も
伝
統
的
な
藁

は
急
速
に

失
わ
れ
る
｡
た
だ
し
関
西
に

限
れ
ば
'
頓
増
価
の
形
廿
で

っ
て
む
､
す
べ
て
取
っ
て
代

わ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
L)ら

う
j
と
脂
し
て
い
る
｡

【資料3】
自分と向き合う術として

｢隈目｣を考える

(朝日2002.2/5(州)

【資料2】
自己の意見をまとめ発表する

(長野日報 2001.9/2(日)9/3Cq)9/5(a))

廟
層

臆
園
を
闘
蓋

い

｢自
分
と
向
き
合
え
る
｣と
評
価

3

ベ
ル
が
鳴
っ
て

先生が入ってく

一Q
と
'
生
徒
た
ち
は
い
っ
せ
い
に
日

を
つ
む
っ
た
｡
40
秒
､
S
!秒
'
餌
秒

･Q
幾
か
し

かっL)高校り轟A

組

の
教

室
も
静
か
に
な
る
｡
先
生
の

r

はい
l
と
い
ラ
富
国
で
元
に
舞
っ

て
'
い
つ
も
の
よ
う
に
化
学
の
綬
#

か
始
ま
っ
た
.

I

I
国

u

JR
大船駅に近い神
祭川県鎌

鹿
市
の
栄
光
牛
陶
で
は
'
中
学
と
高

校
'
す
へ
て
の
学
年
の
す
べ
て
の
津

井
で
'
始
ま
り
と
終
わ
り
に
～
､
2

分
の
黙
想
を
す
る
.
カ
ト
リ
ッ
ク
系

石

筆

欝

が
､
祈
っ
た
旨

g
J

た
り
す
る
の
で
は
な
い
｡
た
LJ背
筋

校2年ともなれば'もう生活の

)
郎
な
の
だ
ろ
う
｡
目
を
つ
ぶ
っ
て

何
を
考
え
て
い
L)か
を
樹
ね
て
t)rt､

｢別
に
｣

r何
も
J

といっL)渠
っ

見
な
い
苗
久
し
か
返
っ
て
こ
な
い
｡

し
か
し
､
q
ね
て

｢換
蛙
に
伝
え
る

べ
き
か
､

廃止
す
べ
尊
か
｣
と
附
く

と
､
ク
ラ
ス
金
持
が

｢存
続
｣

に手

壕
挙
げ
た
｡

47
年
の
創
立
当
時
か
ら
鈍
い
て
お

り
､
初
代
校
長
の
故
グ
ス
タ
ブ
･
フ

オ
ス
神
父
Ln蔀
始
め
た
ら
し
い
｡
母

体
で
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
創
立
者
イ

グ
ナ
チ
オ
･
デ
･
ロ
ヨ
ラ
が
せ
い
た

還

嬢
』

(潜
導

産

.)
の
影
響
も

あ
っ
な
つ
う
.
1
足
早
<
創
正
さ
れ

た
兄
弟
校
の
六
甲
帯
校
.
中
学

(神

戸
市
制
区
)
で
も
行
わ
れ

て
お
り
､

;絹
.:.･Z
.‥f
Jj
4
'
':L
J
r
:
....
T

.::
F
Jti
17
.:[
]tLI;=

1
･･i
∴

い
･…
絹

に
'
･S
i
"

.?

.
悶

…
Z

ni
.i.:

校
内
で
は

｢棋
臼
｣
と
3
'い
て
､

学
校
で
は
や
っ
て
い
な
い
｡
日
本
の

カ
ト
リ
ッ
ク
居
従
の
比
粟
は
救
え

rめ
い
も
く
一
と
呼
ん
で
い
る
｡
芯

坐
棚
に
も
苧

～
だ
の
で
し
ょ
う
ね
l

る
側
で
,鼻

の
-
ほ
ど
､
教
わ
る
側

で
は
教
え
る
ほ
と
し
か
い
な
い
｡
し

か
し
､
休
み
時
間
の
遊
び
気
分
を
切

り
要

る
効
果
が
あ
る
､
自
分
白
身

と
向
き
合
え
る
､
と
い
っ
た
怒
兄
が

ttI倒
的
だ
｡
で
は
､
生
徒
が
瞑
目
し

て
い
る
問
､
教
師
は
と
う
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
.

rと
も
に
日
高

じ
'

こ
の
世
巣
が
生
徒
の
た
め
に
写
Q
よ

う
､
神
に
祈
り
ま
す
｣
と
い
う
借
徒

の先生
も
い
れ
ば
､

r生
徒
の
辞
を

見なから
姿
勢
な
ど
を
任
意
す
る
｣

と
い

う先生
も
い
た
｡

野
球
部
の
担
当
郡
長
は
､
仏
式
俄

の
拭
台
村
に
外
野
の
芝
生
に
逝
事
を

怒らせ,目
雪ぶらせて落ちiI

か

せる｡大学入出に教え子を送

り
出
す
担
任
は

r拭
放
切
に
入
っ
た

う
､
し
ば
ら
く
塀
目
し
な
さ
い
｣
と

助
ぎ
す
る
｡
在
学
中
よ
り
も
､
社
会

に
出
て
か
ら
評
価
す
る
卒
粥
生
も
多

い
｡
教
師
に
な
っ
た
あ
る
O
B
は
'

む
任
し
た
都
立
高
校
で
私
怨
を
試
み

た
｡
あ
ま
り
の
騒
が
し
さ
に
あ
き
れ

LJの
だ
が
'
杭
掃
､
静
茄
等
憶
え
付

け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
｡

董

丁劇
の
吐
轟

に
は
'
若

竹

除
の
当
番
も
回
っ
て
く
る
｡
伽
正
幻

周
年
群
念
謎
に
は
､
中
背

票

せ
い
た
e
lハ
遇
に
一
度
の
､
み
ん
な

に
l
蕃
嫌
わ
れ
て
い
る
も
の
｡
で

も
､
二
年
も
や
っ
て
い
る
と
､
先
生

か

｢便
所
は
大
屋

で
あ
り
'
も

と
も
と
き
れ
い
な
所
で
す
｣
と
い
わ

れ
た
懲
味
が
分
か
っ
て
く
る
V
と
い

う
作
文
が
載
っ
て
い
た
｡
校
長
の
鵬

程

堆
神
父
は
括
L
LJ｡

r週
1
回
､
倫
理
の
憤
巣
が
あ
っ

て
中
学
1
年
で
は
筆

削
疫
え
ま
す

が
､
宗
教
心
を
さ
ら
に
大
き
く
考
え

て
暇
司
な
ど
を
さ
せ
て
い
ま
す
｡
驚

き
､
感
桝
､
逆
野
tl大
切
に
し
た

い

の
で
す
｡
鋪
居
､
政
商
と
は
雰
囲
気

で
し
ょ
う
ね
｡
何
か
を
や
ろ
う
と
し

でも､受け入れる⑬夷か
なけれ

ばできない｡ええ､学校
だけで

は
無
理
で
､
蓋

の
雰
弛
親
も
大
事

で
す
｡
そ
う
い
え
は
､
独
立
学
校
で

も
搬
後
間
も
な
い
こ
ろ
は
､
昼
食
前

に
黙
想
を
さ
せ
る
先
生
も
お
ら
れ
た

.が
'
娘
近
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
｣

高
校
の
取
材
が
す
む
と
､
中
学
1

年
A
楓
の
教
室
も
見
学
し
た
｡
4
時

限
日
の
保
健
の
援
某
で
'
終
わ
り
に

少
年
た
ち
は
い
っ
せ
い
に
日
を
つ
ぶ

っ
た
｡
そ
し
て
'
数
分
後
に
は
弁
当

を
叩
け
る
菅
と
､
に
ぎ
や
か
柱
笑
い

が
廊
下
ま
で
背
い
て
き
た
｡

(幣
原

仲
郎
)

起
って
農
作G
も
一息

つ
いたこ隻

ノ｡畢
亡

が
去
っ
て
較
し
く
な
れ
亀
め

忘

丁肝
の
変
わ
真

空

す
い
｡
官
の
仰
の

申
れ
が
也
て
く
る
坤
だ
け
に

注
か節
必
苧

今
年
の
宮

は
妃
投
的
薫

っ
た
こ

泉

､
轟

地
方
兼
害

毒

も
は
っ
し買
表
れ

t
f
六
-
八
月
の
平
均
歪

は
漉
坊
や
点
田
毒

珊
史
上

二
育

｡
悪

未
申
が
三
〇

慶
喜

百
時

五

十
九
日
の
坂
田
が
切
珊
史
上

舟
F

軍

松
末
で
i
)≡

-首
の
u鞍
と
な
っ
L
P
*

嘉

に
憲

に
深
刻
{諺

-
牽
与
え
L
Jの
は
拳

三

カ
月
間
の
経
蓑

と

甘
井
沢
が
平
年
薯

だ
っ
た

ほ
か
は
'
禁

や
鹿
田
'
松

木
で
平
年
の
六
-
七
割
確
度

だ
っ
L
J.
辞
表
を
中
心
に
農

作
物
に
手
は
つ
寮

坦
し

開
乞
い

を
行
垂

ニ
ッ

コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
名
所
挿
ケ
蜂

で
は
､
天
気
が
良
す
ぎ
モ
花

の
桐
7=JLが
触
て
､
自
然
廃
滅

パ
ト
ロ
ー
ル
で
の
算

数

が
大
嶋
に
夢

す
る

〟お
ま

け
″
も
つ
い
ーサ
ー
で

菅
は

じ
め
一一重
ざ
ま
な
技
術
革
新

で
モ
ノ
が
要

れ

写

し

は
いくら
仲
村
に
な

って
も

や
っ
は
蓋

の
戴
ま
ぐ
れ

に
は
印
て
な
い
｡
改
め
て

天
供
に
左
右
荒

島

が

ハ
イ
リ
ス
ク
義

だ
ケ
夷

申
し
妄

う
し
､
元
は
l

帝
の
雨
か
ら
始
書

水
の
大

切
董

え
害

い

蜜

九
月
に
入
り
'

秋
雨
や
本
格的
な
孟

シ
ー

ズ
ン
萱

｡
重
岡
か
降

れ
ば
､
今
度
は
兼
の
持
つ
減

力
基

い
和
る
｡
辱
っ
に
任

せ
な
い
雨
だ
か
ら
こ
モ
爾

蛮

用
の
費
リ
方
蓋

す
こ
′
荊
大
切
L
P

(m
)

r

あ
の
日
か
ら
十
七
年
｡

大
き
な
洩
れ
唱

買

山

写

り
小
兵
な
山
村
を

一
っ
L
J.
一
軽
に
な
っ
た
命

は
二
十
f
r
力
幼
く
昔

は

し
た
が
'
村
び
と
の
心
に
は

今
J
Q
;い
叫
跡
が
残
る
▼
M

t
が
慧

地
だ
と
は
､
だ
れ

も
が
思
わ
な
か
っ
L
J.
即
か

ら
砦

の
可
鵬
性
が
指
推
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
培

い
｡

r善

か
｣
の
思
い
の
中
で

士
舟
は
ガ
ス
中
正
め
L
P
ダ

ム
の
肋
浪
苧
心
配
し
た
人
も

い
る
｡
(
と
っ
さ
の
判
斬
)

は
ロ
ご
ろ
の
柵
え
の
中
か
ら

若

しく
る
▼
地
-蛋
計

が
牢

んにな
っ
て
い
る
｡
借

州
の
中
四
郎
に
息

書
荊
由

る
と
さ
れ
る
霧

的
盛
を
ほ

じ
や

本
州
の
か
央
芸

北

に
着
る
糸
魚
川
-
村
岡
栴
老

親
誓

帝
で
大
地
嘘
か
塩
こ

る
可
相
性
も
抱
糊
さ
む
J
い

ら
.
松
木
平
で
は
牛
伏
寺
断

層
の
危
馳
度
に
耳
官
が
蕪
ま

っ
て
い
,?
.
身
の
.周
り
で
JI

叫
は
高
ま
る
は
か
れ
そ
あ
る

▼
そ
の
救
芋
に
が
く
ね
と
L

L
J.

｢他
日
防
相
加
織
に
自

主
的

に
参
加
す
る
､
と
等
入

i
J人
は
T
蘭
に
過
ぎ
た
い
｣

伊
那
の
伊
藤
-
男
さ
ん
が
行

っ
岳

防
災
ア
ン
ケ
ー
ト

の
慮
典
で
季
句

そ
れ
に
し

て
も
少
な
い
｡
行
秋
景

せ

に
せ
ず
'
自
ら
か
柵
縄
的
に

取
り
机
長

け
れ
ば
､
災
雷

の
拡
大
/
は
防
げ
な
い
｡
わ

が
身
の
問
照
と
し
て
考
え
た

い
も
の
で
を
手

r防
災
の

臼
j
せ
中
心
に
亀

で
訓
庚

が
行
わ
れ
て
い
る
｡
科
学
が

襲

し
て
も
'
地
載
先
生
を

惟
英
に
干
灯
す
る
の
は
な
か

ttか
耗
し
い
.
そ
れ
だ
け
に

髪

だ
け

一‥は乍ヽ

非
常
食
の
肝
え
や
地
蛾
の
危

険
個
所
の
窪

畠

和
を

絶
つ
寧

た
い
｡

(Y
)

コ
だ
奉

ス
ク
に
し
か
ら

れ
て
い
た
こ
ろ
の
こ
毛

あ
る
窒

杜
の
菓

さ
ん

か
ら

rこ
れ
を
ホ
ん
で
怠

さ
い
)
と

1
冊

の古め
か
し

い
太
を
い
一
連
)い
た
Z>
明
治

三
十
1
年
和
感
の

言

幼
♯

生
声
】
窟

巌
だ
っ
i
JO

書
着
は
T等

弗
剤
董

左
き

怠

る
｡
事
は
西
欧

近
代
の
内
妻
化に
歪

感

を
も
ち
､
今
菖

Tつ
秦
女
王

蔓

窟

九
み
た
い
な

_
だ
｡
朴
或
さ
ん
自
ら
こ
れ

や
姦

し
'
隻

は
決
ま
っ

て
玄
米
の
お
に
貫
ソ
二
個
を

机
に
並
べ
､
ゆ
っ
く
り
時
間

を
か
け
て
か
み
し
だ
く
▼
披

碓
井
の
野
菜
貴

ん

だ
ん
に

食
べ
､
内
は
口
に
入
争

魚

で
タ
ン
パ
ク
を
と
る
｡

rこ

れ
牽

ア
泳
が
す
っ
き

れ
C
て
よ

けいな
物
か
体
内

に
蓋

い
｡
弁
体
ル強

身
で
身
が
ザ
＼
な
っ
た
よ
う

な
累
が
す
る
｡
君
も
や
っ
て

み
た
差

し
と
す
す
め
ら
れ

た
>

｢内
か
少
し
で
も
食
べ

る
と
畑
葛
に
必
ず
は
れ
る
ん

56

だな'
こ
れ
が
｡
焦
初
は
不

l

宜

だ
っ
た
ん
だ
が
､
ト
イ

レ
の
に
お
い
で
す
く
分
か
る

ん
ぢ
て
q

Jj
E
長
身
ス
リ

ム
な
明
せ
豊
仏
方
だ
っ
L
P

コ
ラ
ム
子
は
毒

で
き
ず
'

従
っ
て
殺
意

が
比
即
し

て
今
日
に
至
っ
て
い
る
｡
昨

今
の
仙督
肌一ノ
ー
ム
牽

啓
の
て
ペ
ー
ジ
違

っ
た
次

第
▼
近
ご
ろ
西
洋
墓
石
現

場

で
東
洋
"塁
丁最

り
入
れ

る
と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
L
r'

対
庶
震

な

r近
代
)
那

行
き
詰
ま
っ
た
と
き
､
こ
れ

義

兵

だ
悪
拝
の

慧

讐

芳
て
tt
っ

た
か
tR
P
東
洋
の
神
秘
は

野
の
力
嘗

ち
い
れ
､
野
と

人
を
1
休
と
し
て
墓

r自
然
F
j
麦

(Ⅹ
)
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【資料6】
小論文指導実践についての掲載記事

(信濃毎日2001.10/29(月))

ー▲■.こ:＼■▼ヽ心･､J･l･I--ホトでヽし

東
海
大
三
高
校
茅
野
市
)

の
野
渦
兼
敦
的
(二
九
)は
､
大

学
人
拭
姦

え
た
三
年
生
の

小
紙
文
相
串
に
､
朝
刊
-
面

の
コ
ラ
ム
を
括
用
し
て
い

コ
ラ
ム
は
だ
れ
に
で
も
分

か
る
首
罪
と
軟
ら
か
い
文
体

で
晴
耕
聞
魅
や
桔
魁
を
取
り

上
げ
て
お
目
･'
堆
者
の
考
え

も
入
っ
て
い
る
こ
と
な
り
､

毒

聞
す
る
大
挙
も
少
な
く

な
い
｡
コ
ラ
ム
は
小
輪
文
だ

け
で
な
く
面
倭
に
も
役
立
つ

と
い
う
｡

｢初
め
は
好
想
文

に
な
り
が
ち
だ
っ
iJ
-'
続
け

明
絹

絹

小
論
文
指
導

コ
ラ
ム
活
用

T

JOg
枇
呉

E;リ
抜
8y
内
容
の
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
文
書
に
線
を
引

く
.そ
し
て
､自
分
の
退
学
へ

退
路
に
対
す
る
考
兄
と
結
び

つ
け
て
小
輪
文
を
書
い
て
い

環
YL
る
｡

班
材
に
遵
ん
だ

｡野
沸
教
帆

は

｢コ
ラ
ム
で
文
章
を
拙
む

力
と
､
文
筆
を
書
V
隙
の
構

成
力
を
つ
け
て
ほ
し
い
｣
と

指
す
｡
入
蹄
の
面
接
で
時
事
間
組

トと
自
分
の
考
え
を
結
び
つ

け
る
方
法
や
序
柵
､
本
納
､

結
納
の
尿
閉
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
っ
て
き
た
｣
っ
野
満
数
的

は
手
ご
た
え
1.1.2･Jii)
て
い

る
｡

昨年､TP養｣で何曲かにわた義美
i)Lh裏毛柑T㍗だ主-与､中ル.･W､こ
ん什■某'札も先にtW.払q主tN宇～の
ねELCふ翼車JLJv井剃するめは､漁り
なよでの書.書軌は■代の柁AJいいよす.
いっi)い羊へ仁-叩代JJlftF:か映されているので
し.tうー
tI可4)等)

な
詣

教育に新聞 を

帽
兼
や
サ

㈹姓LL,aIに新聞轟
的に収り入れtN

I
E
(教碑

に新脚を)実相機に拍滋されてこ咋田

に入った緒
即塀茅肘巾の攻細大三水校｡杭州のア

イデアこそ
光牡たちが考えてきたが''十ともたち

の即には新
聞を単割の紫付に明いたり'肘芸

しんたり
の

FEL偶が野性.凡てきた'r枇卯や社会聞

出も9;~り

たいけど'伺鵬に地域の打出も野心

榔1ご
)ん
な.欲
俄リ,な感賞
せられたC

r火会
や
肌合の
あったカの地元紙に加え､爽串

掛目は壌
山
部抱がり
りと紙まで放いてある｢7.I

蛾まって火
出細J
｡会田Eコーナーjの朋で〓印

紙'プrロ
ッ
ク榔'
触肋他生の棚日韓
一名と棚中川
■l≠山hHIT

いすZl'Lもノ桔空f緋ar･事IrFJの1如iltl大王'64-rHで
苛が代脈めかしてい
う
｡

阿収獣の兼適剛糾
小
林

加持告は｢由分は溝助
を

しているので一宙挑む
の

はスポーツ紙や迎乱倫｡

中でもアマ､地場の胤
が

好き｡自分が戯ってい
る

から｣と漉ぜっ脳等e野

城跡は叩千朋､伸上恥は

名岐駅伝の耕運など､文

武朋適の単相色がこんな

.ところにも載れるo
コーナーは畔命立脚付

近に超.さほどの析蛸

はないか'生徒もれ鵬凶

も必毒す桑川荒

め､目につきやすくする

ための工夫がされてい

る｡椙ほの馨光fiは

｢昨咋特ににぎわったの

は十二日.ことしは十l

iiLTTnでしょう｣と指す'

これはMは伯ゆえの瑚

奴だ..州印の岬脚人別の

合栴指炎は上tEで､大

学が淡したリポートの兼

材探しや粥ペものをする

姓維たちがコーナIに辿

ったレ缶柵光故は-i

T竹紘たちは佃%畑地

一面コラムを活用､,J事に蛾LC生徒ら

森

大事大事俳のt冒作治

竹埠
箪

-1竃
T=の比

娠
さ

の噴石で､これで
も

か､▲
bはかnA邦に丁>にP

責

がーてなってい】手..

マニュ
アルせ'で和に璽て
チ.九
ん弾じちことfJ､ホ

零
つ与に事につっlJtれ

た･(萱

してい
る

のLJAJr.いよす.irにはrm

K淫
控あ日立せん)という

斉
妻
すかし暮す.

Fさせていi{J要す)は

◆

崖

叩

人

のr休Kさ望JいLJ

L

J
J

‡

すーが､･･-tJ･EJtI代

に†一

男奮った)とみられtI5id過剰な丁寧さで逃げ道残す

bしていただいてよろしいでしょうか

代耶馬はせFtちと書. rおけらい.'こT_'いてよろし.いてし

.tうかJ r絶入していにTcいてよろしいてしよう1.I)と達
弁された.患1)す rいやと書ってもi97=lt含･>ならない人

でLJ.Jと7131こら 相手は rそう■PすJと官界い.丁叫
に717号や6,,るjJ)をして､事はTFEZ)している-1宇稚日
並Elの女性JI実fRさ与さ′し†SJI
P苫せていただきます
安浦titBqで r先帥;Uを,tせていf=たき一す｣と書わn.
b給なのにとせった.甘P.idりの.qMもカーこめられてない
からkになるのJ=とt!う-六FF附の生地Jt#上井さん/S2'
Tさせる.Iti柿qヰ求e) rい1=11く)はlt拡Lか Tt
すJは切梁Jt㍍Lb,1F汗にEfはL'-)BEkいか強いた現.LCJ■
そこ(■Fへt)くだ右心■はな< EFされ;こけしつ'.1モ感じ
るF=T丁のTrサ中学ITrJ12でJZ)柑モ払える魚♯qtき′しノSr.1

■お点前の方ちよう(=いて書fTDl

暇行垂牡でrql野にtSIyひし生すのでお.E巾0万ち▲う
1_'いてきますかJとTl)n77応-}7こ.レ7トラ1七･ 仕事
の花川JDでも書わ11も. r45名れわ傭いしよすJと7えな
いLDl=ろうナ･･=JtTqTJTZ並区の畠7上Lt顎T:甘TJ]ほん/32･
dよろしか-JrCでしょうか

盲けなでポr)書手をすむと rl舟てよろしJlL-Jf=でしょう
かJとすわnた.Jなせ rよろしいT･しようかrてはTgいIT)かF
I.すれ+LEZ]rT_C･主Ik･J･ffJ.TZTTチさ.lltFB'J
■一円からおTIかULfす

す.鵠委旬になり､玉井のへりくだった菜は..叫い.T芳】r克jrみたいなJTSJTと.▲仕としてオフ.7-トにくるんでbうl.王か申しきだ集われていも1ちrJす.あい事いに甘い.それrJ述じもとい董Jもあ目蓋.Tか義湖かりkIす｣には暮tOなみ.代きったり押しても､rT鼻か嘉かりし正すーr与から.一ゐrかーつ)時々Crを二重にii.ってい
tOQrJLよう.

コラムニストの…言
ん云)のはP.._1克亭ル
加

聖
､嘉
l鳶こち

叫的▲土rJr肌叫書てい
た

iZますjAJDL.事したJ
J

れかr毒
でいたiiJ圭す
｣

が広事OAつかけにitっjiJ
と

みてい暮す.rこん乍人義
軍～Ll.チ).)いたろう
｣

とストレートに■っiiJら雑
に

つく.へhそLJaOことで'
辺

に､志すiJu鼻誓荘ヽて
よAfLKJJJfUTrTrJす
Lよりはか､AJn岳董
卓TiJfTtいtJF倒せ減れし文
一

という､廿荘連れの轟川さ
の
自分を下に置き､
面倒避ける

真筆いとQい暮す｡中毒か稚せなく..～ってい]rそのさい方か崇りくらh十ホなのか'琴のか菖なのかもわR+くL'つていtOのtJはないか｡LJから､乱山に甲)え苦りは､うんと丁申ijJ三Jおけ鵠追いは1dいとい垂で枯すのでしょう.大は小モ兼ねるってL=事LC山.付けと､)盃F.IいいのiZ一貫一かとつ寺つCLJrえずtjへ･八をく托tltJLtっていやりは､一梢tJii+三}いるということrJはないでしょうか.

ZHK警化研-蕪の
¢

由k･用は郎点一弘)のほ
r賢していたiiJいてよろし

いでし.+うかJは､P劫は

rE75)毒いたいとt童

等
是LL患うとし

て'追刑LJへLhriZった書い

EL)に.=qっていも.引田には

いろいろiい方
かあり､芯

当はrわ記しくだ
さいjrね

誓い毎
一す
か｣とスト

し1JILJ書うことがtJき4'
チ.撃
ち重しかe

らず､･tTルーは切4LIJa盃

にtL込め三一お人よすlpか

らおかしくぢ至りt.Jす.
&

Eかリ-.iすJiJA土J托･J

できい轟していずし

だ

.出女に対垂0や.

自

蒙り服にrLlOj.4'ですL.

コ

･/ヒエのレ.藤はrJZ恵1

とりついて1-.負けJという

∽

焦がをやから､lきじO

i!くて蒜らJを害に啓う

んじ(･n,.てし.うか.

方

か丁申ですから+

か

Jは書着てい
き患い+チ.★北.QとtJtf

//
芸習慧関心もも欲張り

招鵜ではどのように助川り入れているのか】北村iL糾.･;I.I.:Jt"-..i鳥T;=余剰で的海相雌の0.3山中を遊んで雌想3jL焦仙し.LP即故的なTI7はハ"ンセン柄っ柵Pすらできなかった山菜ももひご人のに'私たちは相打も卿らなかった3なぜか在増えているiと紙すのは'一昨牡のふJ什人火さんーm三昧､埋け持ち学級でホームルーム_I.新附加hlJとっかかりに｢少叫は比延事′'(-卜さ
【資料7】

本校のNIE
実践に

ついての掲載記事(中日2001.ll/1㈹
りに新聞一轍のコラムを搾油で改ませている｡r仏は稚せがもともと好き｣とこの柏3'書けている二咋生の人相漣子さんur関心あるテーマだと怨を炎しのる｣｡炎紬の招範芸で紙仙訳の徽朗にHVり組んだ同伴柾の小松線ハさんも阿濫
7力､入
サ綾'斬附を

拭む鵬会
が申告～バスケ

ットボ
ール.Sのこ恥si仏

藤生介対
は'朗脚を自分

の甲心
中か.り相即を広げ

蓋

とと.f見る.rや

はり迎軌
P_をI
析
加

むけ

ど､嘩
つ分即でも閉経代
の人の煉anが織った雌は
好きVTどんなこと毒

とで｢小

砧が自分で
出
世

の粍料接

しを始める
な
ど

史け身ではない磁
針
が
川

てきた｣と卵油牝
鶏

棚

M忍はいう｡｢米
印
相
関

的テロはテレビで
知
っ

た｡でもとん竃があ
るのかtの関心にこ
た
え

てVれた

のは新聞
V
解

放について周心的で訓べ
るきっかけになった
｣

(批S潰燭･嚇鴫過)

【資料5】
最近､過剰な丁寧さによる敬語の乱れ･不日 敬語の｢型｣一つしか知らず

lよltLLかLliZてLAifl完は皇JwいtTLより
rおはさうfJ古い暮した二の
中人切官主かr⊥島から

57

然な言葉が目立つ｡自己の立場で再度敬語を

考えた｡ (朝E]2002.1/30(水))




